
商工業者・勤労者関係に対する市の補給制度について
商工課　☎23―6753照会先

関市小口融資の運転資金を借りた方への保証料補給
　　　　　信用保証料率の１％以内の額
　　　　　融資を受けた日から３カ月以内に当課へ

市内で１年以上同一事業を営んでおり、金融機関などから設備資金のための融資を受けた、中小企業の方への
利子補給
　　　　　農業、林業、漁業、金融・保険業以外の業種を営んでいる方など（詳細については当課へ）
　　　　　経営合理化のための機械、営業車、備品の購入、設置及びこれらに伴う工場または店舗の増築
　　　　　借入元金1,000万円以内（所得制限あり）で年利２％以内の利子１年分
　　　　　融資を受けた日から１年以内に当課へ

岐阜県中小企業資金融資のうち小規模企業資金の
運転資金を借りた方への保証料補給
　　　　　信用保証料率の1％以内の額
　　　　　融資を受けた日から3カ月以内に当課へ

信用保証料補給

申 込 み
補 給 額

申 込 み
補 給 額

対象設備
対象事業

申 込 み
補 給 額

前述以外の岐阜県中小企業資金融資の運転資金を借りた方への保証料補給
　　　　　対象融資500万円までの信用保証料額のうち信用保証料率の1％以内の額
　　　　　融資を受けた日から3カ月以内に当課へ申 込 み
補 給 額

岐阜県中小企業資金融資の経営安定資金のうち、
同和地区小規模事業資金の運転資金、設備資金を
借りた方への保証料補給
　　　　　信用保証料率の1％以内の額
　　　　　融資を受けた日から3カ月以内に当課へ

岐阜県中小企業資金融資のうち、元気企業育成資金の
運転資金を借りた方への保証料補給
　　　　　対象融資1,000万円までの信用保証料額の
　　　　　うち信用保証料率の1％以内の額
　　　　　融資を受けた日から3カ月以内に当課へ申 込 み

補 給 額
申 込 み

補 給 額

中小企業設備資金利子補給
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公
共
施
設
再
配
置
を
ひ
も
解
く
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
①

　

「
公
共
施
設
再
配
置
」
を
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
や
関
連

す
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

公
共
施
設
再
配
置
に
つ
い
て
は
、
広
報

せ
き
1
月
1
日
号
の
8
、
９
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
人
口
オ
ー
ナ
ス
期
】

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
生
産
年
齢
人
口

（
15
～
65
歳
）
に
対
す
る
従
属
人
口
（
14

歳
以
下
と
65
歳
以
上
の
合
計
）
の
割
合
が

高
ま
る
局
面
を
い
い
ま
す
。
こ
れ
と
反
対

の
局
面
を
人
口
ボ
ー
ナ
ス
期
と
い
い
ま
す
。

　

日
本
の
人
口
ボ
ー
ナ
ス
期
は
1
9
9
0

年
代
初
頭
で
終
わ
り
、
現
在
は
人
口
オ
ー

ナ
ス
期
に
あ
り
ま
す
。

　

人
口
オ
ー
ナ
ス
期
に
は
,
社
会
保
障
費
の

増
大
や
労
働
力
の
不
足
、
経
済
成
長
率
の
低

下
が
社
会
問
題
と
な
り
、
財
政
赤
字
の
負
担

が
重
荷
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
フ
ル
セ
ッ
ト
主
義
】

　

自
治
体
が
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
必

要
な
す
べ
て
の
施
設
を
自
前
で
整
備
し
、

保
有
す
る
考
え
方
を
い
い
ま
す
。

　

施
設
の
中
に
は
、
建
設
費
の
３
倍
に
達

す
る
修
繕
や
管
理
運
営
経
費
が
必
要
な
も

の
も
あ
り
、
財
政
を
圧
迫
す
る
原
因
に
も

な
り
ま
す
。

　

関
市
は
、
市
町
村
合
併
の
結
果
、
旧
町

村
の
フ
ル
セ
ッ
ト
の
施
設
を
引
き
継
い
だ

た
め
、
重
複
し
た
保
有
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

公
共
施
設
の
整
備
目
的
は
「
立
派
な
施

設
の
建
設
」
で
は
な
く
、
「
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
の
安
全
・
確
実
な
提
供
」
に
あ
り
ま

す
。
今
後
は
、
近
隣
市
町
と
の
共
同
運
営

な
ど
、
フ
ル
セ
ッ
ト
主
義
か
ら
の
脱
却
も

視
野
に
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
照
会
先　

秘
書
広
報
課
（
経
営
戦
略
室
）

（
☎
23
―
7
7
1
0
）
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保健センター 健康だより

照会先 関市保健センター　☎ 24－0111　 23－6757

　自殺を防ぐためには、自殺の危険を示すサインに気づき、声をかけ、話を聞い

て、必要な支援につなげ、見守ることができる「ゲートキーパー」の存在が欠かせま

せん。一人でも多くの方にゲートキーパーの意識を持っていただき、それぞれの立場

でできることから進んで行動を起こし、大切な命を守りましょう。

悩んでいる人に勇気をもって声をかけてみませんか。

私たち誰もが命の門番（ゲートキーパー）です

3月は自殺対策強化月間です

～家族や仲間の変化に気づいて、声をかける～
　眠れない、食欲がない、口数が少なくなったなど、大切な人の様子が「いつもと違う場合」・・・
　うつ・借金・死別体験・過重労働・配置転換・昇進・引越し・出産・・・もしかしたら、悩みを抱えていませんか？
　生活などの「変化」は悩みの大きな要因となります。一見、他人には幸せそうに見えることでも、本人にとっては
大きな悩みになる場合があります。

気づき

～大切な人が悩んでいることに気づいたら、一歩勇気を出して声をかける～
　声かけの仕方に悩んだら・・・

「眠れていますか？」　「どうしたの？なんだか辛そうだけど・・・」　「何か悩んでる？よかったら、話して。」
「なんか元気ないけど、大丈夫？」　「何か力になれることはない？」

声かけ

～本人の気持ちを尊重し、耳を傾け、本人を責めたり、安易に励ましたり、考えを否定することは避ける～
●まずは話せる環境を作りましょう。　　　　●心配していることを伝えましょう。
●悩みを真剣な態度で受け止めましょう。　  ●誠実に、尊重して相手の感情を否定せずに対応しましょう。
●話を聞いたら、「話してくれてありがとう」や「大変でしたね」など、ねぎらいの気持ちを言葉にして伝えましょう。

傾　聴

～早めに専門家に相談するように勧める～
●紹介にあたっては、相談者に丁寧に情報提供しましょう。　
●相談窓口に確実につながるように、相談者の了承を得た上で、可能な限り連絡先に直接連絡をとり、相談の場所、 
　日時などを具体的に設定して相談者に伝えるようにしましょう。
●一緒に出向くことが難しい場合には、地図やパンフレットを渡したり、連携先への交通手段や経費などの情報を
　提供するなど支援を行いましょう。

つなぎ

～温かく寄り添いながら、じっくりと見守る～
●専門家につないだ後も、必要があれば相談にのることを伝えましょう。

見守り

ゲートキーパーの役割

参加費

無料

～大切ないのちを守るために～こころの健康講演会

心がフット軽くなる瞬間の心理学
　人との関わりの中で日々心軽やかに過ごすには、心をどうコントロールしたらよいのかを、テレビやラジ

オなど多数のメディアで活躍中の名越康文さんが講演します。

●講　師
●日　時

●場　所
●対　象
●定　員

名越 康文さん（精神科医）
3月9日（日）
午後1時30分～3時（開場：午後1時）
わかくさ・プラザ「学習情報館・多目的ホール」
市民および関市に在住・在勤・在学中の方
350人（申し込み不要。当日先着順。）

「イラスト：細川貂々」
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●
適
切
な
フ
ン
の
処
理
を
行
う

　

排
泄
は
家
で
す
る
よ
う
に
し
つ
け
て
く
だ

さ
い
。
散
歩
な
ど
外
出
時
に
フ
ン
を
し
た
と

き
は
、
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て
片
づ
け
て

く
だ
さ
い
。放
置
す
る
と
条
例
違
反
に
な
り
、

罰
則
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
さ
せ
な
い

　

動
物
は
、
運
動
不
足
な
ど
で
ス
ト
レ
ス
が

た
ま
る
と
無
駄
に
吠
え
た
り
、
体
調
を
崩
し

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
無
駄
吠
え
は

ご
近
所
ト
ラ
ブ
ル
の
元
と
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
適
度
な
運
動
を
行
い
、
生
活
環
境
を

整
え
ま
し
ょ
う
。

●
放
し
飼
い
に
し
な
い

　

ペ
ッ
ト
は
で
き
る
だ
け
室
内
で
飼
育
し
て

く
だ
さ
い
。犬
を
屋
外
で
飼
育
す
る
と
き
は
、

必
ず
リ
ー
ド
な
ど
で
繋
ぐ
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
散
歩
中
は
、
犬
に
は
必
ず
首

輪
・
綱
な
ど
を
付
け
、
飼
い
主
明
示
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
最
後
ま
で
責
任
を
持
つ

　

ペ
ッ
ト
を
捨
て
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
飼
い

主
と
し
て
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て
飼
育
す

る
か
、
や
む
を
得
ず
飼
え
な
く
な
っ
た
時
は

新
し
い
飼
い
主
を
探
し
て
く
だ
さ
い
。
捨
て

ら
れ
る
と
、
周
囲
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。

●
む
や
み
に
餌
を
与
え
な
い

　

動
物
を
飼
う
意
志
が
な
い
と
き
は
絶
対
に

無
責
任
な
餌
や
り
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

餌
を
与
え
る
と
、
そ
の
ま
ま
そ
こ
に
住
み
着

い
て
し
ま
い
、
と
こ
ろ
か
ま
わ
ず
フ
ン
・
尿

を
し
た
り
、ご
み
置
き
場
を
散
ら
か
す
な
ど
、

周
囲
に
大
変
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。

●
飼
い
犬
が
逃
げ
て
し
ま
っ
た
ら

　

す
ぐ
に
保
健
所
と
警
察
署
へ
届
け
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
迷
い
犬
を
見
か
け
た
と
い
っ

た
場
合
も
同
様
で
す
。

●
狂
犬
病
の
予
防
注
射

　

狂
犬
病
予
防
法
で
は
、
生
後
91
日
以
上
の

犬
に
つ
い
て
、
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
の

接
種
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
登
録
に

つ
い
て
は
生
涯
１
回
、
狂
犬
病
予
防
注
射
は

年
１
回
必
要
で
す
。
必
ず
守
り
、
鑑
札
・
注

射
済
票
を
犬
に
装
着
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
照
会
先

　

関
保
健
所　

☎
33
―
４
０
１
１

　

生
活
環
境
課
☎
23
―
６
７
３
２

　
犬
な
ど
の
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
の
始
末
や
飼
育
に
関
す
る
苦
情
が
増
え
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト

が
近
所
の
方
に
迷
惑
を
か
け
た
時
は
飼
い
主
の
責
任
と
な
り
ま
す
。
飼
い
主
の
皆
さ
ん
は

責
任
を
持
っ
て
飼
育
し
ま
し
ょ
う
。

分
別
方
法
変
更
に
伴
う
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

4
月
1
日
か
ら
ご
み
の
分
け
方
・

出
し
方
が
変
わ
り
ま
す

集
の
廃
止
に
つ
い
て

②
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

◆
照
会
先　

生
活
環
境
課
（
☎
23
―

6
7
3
3
）

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
ご
み
袋
を

廃
止
し
ま
す
。
分
別
の
変
更
に
伴
い
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
類
は
燃
や
せ
る

ご
み
用
の
指
定
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
類

以
外
の
資
源
ご
み
（
カ
ン
類
・
ビ
ン
類
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
白
色
食
品
ト
レ
イ
・
紙

類
・
古
着
）
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
ど
お

り
収
集
し
ま
す
。
４
月
１
日
以
降
、
未
使

用
で
残
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

ご
み
袋
に
つ
い
て
は
買
取
り
し
ま
す
。

◆
買
取
り
期
間　

４
月
１
日
～
９
月
30
日

の
市
役
所
開
庁
時
間
（
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
）

※
土
、
日
、
祝
日
は
受
付
し
ま
せ
ん

◆
買
取
り
場
所　

生
活
環
境
課
・
西
部
支

所
・ 

各
地
域
事
務
所　

※
印
鑑
が
必
要

◆
買
取
り
金
額　

１
枚
５
円

■
内
容　

①
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
類
の
分
別
収

地　域 日　時 会　場

関
２月１８日（火）午後７時 わかくさ・プラザ

多目的ホール３月　４日（火）午後７時

洞　戸 ２月２７日（木）午後７時 洞戸生涯学習センター

板　取 ２月２８日（金）午後７時 板取事務所

武芸川 ２月２０日（木）午後７時 武芸川事務所

武　儀 ２月２５日（火）午後７時 武儀生涯学習センター

上之保 ２月２１日（金）午後７時 上之保生涯学習センター
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　刃物のまち関市に新春を告げる、恒例の「古式日本

刀鍛錬打ち初め式」が1 月2 日、春日神社での神事の

後、関鍛冶伝承館の鍛錬場で行われました。市内外か

らの多くの来場者が見守る中、白装束に身を包んだ刀

匠が1 年の盛業と安全を願って日本刀鍛錬を披露し

ました。また、併せて行われた福引きには長い行列が

でき、あちこちで当たった景品を確かめる笑顔が見ら

れました。

広報せき 2014.2.1

刃都の新年が始まりました

　

１
月
12
日
、
市
内
6
会
場
に
て
成
人
式
が
開

催
さ
れ
今
年
は
９
９
７
人
が
新
た
に
成
人
を
迎

え
ま
し
た
。
成
人
式
で
祝
辞
を
述
べ
る
の
は
今

年
で
3
回
目
で
す
が
、
毎
年
、
次
の
よ
う
な
内

容
の
話
を
し
て
い
ま
す
。

１
．
夢
と
目
標
を
持
つ

　

高
校
時
代
か
ら
、
愛
す
る
関
市
の
た
め
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
い
つ
か
は
「
市
長
に

な
っ
て
働
く
」
と
い
う
夢
と
目
標
を
持
っ
て
い

た
の
で
、
今
、
市
長
と
し
て
こ
の
場
に
立
っ
て

い
る
と
思
う
。夢
と
目
標
を
抱
く
こ
と
は
大
切
。

２
．
日
々
新
た

　

夢
や
目
標
を
持
っ
た
ら
、毎
日
「
日
々
新
た
」

な
気
持
ち
で
新
し
い
自
分
に
な
っ
て
い
く
よ
う

な
積
み
重
ね
が
必
要
。
た
っ
た
1
日
だ
け
で
劇

的
に
変
わ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
毎
日
わ
ず

か
０
・
２
％
の
改
善
を
続
け
れ
ば
、
1
年
後
に

は
2
倍
の
力
と
な
る
計
算
と
な
る
。

３
．
節
目
を
大
切
に

　

竹
は
大
地
に
根
を
張
っ
て
、
ぐ
ん
ぐ
ん
と

ま
っ
す
ぐ
に
成
長
し
、
少
々
の
風
が
吹
い
て

も
倒
れ
る
こ
と
な
く
し
な
や
か
で
強
い
。
竹

の
中
は
空
洞
に
も
か
か
わ
ら
ず
あ
れ
だ
け
強

い
の
は
「
節
」
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
人
間

に
と
っ
て
も
「
節
目
」
は
重
要
。
成
人
式
と

い
う
節
目
を
大
切
に
し
て
、
日
ご
ろ
は
な
か

な
か
言
え
な
い
家
族
へ
感
謝
の
言
葉
を
伝
え

て
ほ
し
い
。

・
・
・
と
偉
そ
う
に
書
い
て
い
ま
す
が
、
私

自
身
は
成
人
式
に
は
故
郷
の
関
市
で
も
、
当

時
住
ん
で
い
た
東
京
で
も
出
席
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
理
由
は
、「
成
人
式
っ
て
言
っ

て
も
、
ど
う
せ
市
長
と
か
の
話
を
聞
く
だ
け

だ
か
ら
つ
ま
ら
な
い
」
か
ら
。
今
、
思
い
出

す
と
赤
面
も
の
で
す
。

　

新
た
に
成
人
式
の
節
目
を
迎
え
た
皆
さ
ん

が
、
将
来
の
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
真
っ
す

ぐ
に
進
ま
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す
。

新
成
人
へ
贈
っ
た
言
葉

vol.11

平成25年12月16日〜平成２６年１月15日に

あった市内の話題を中心にご紹介します。

決意新たに「平成26年成人式」
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　「第1 回東海地区高校生コマ大戦」で見事優勝した関

商工高等学校機械科のチームが、12 月20 日、尾関市長

を訪問し、その喜びを報告しました。自分たちで創意工

夫して作り上げた金属製のコマを持ち寄り、1 対1 の戦

いにおいて、相手より長く枠内で回り続けた方が勝ちと

なる「コマ大戦」。研究と試作を繰り返して完成したコ

マの性能はもちろん、対戦相手との駆け引きも大きなポ

イントになったと、本番の興奮した様子を伝えました。

　1 月12 日、市内全域で平成26 年の成人式が開催され、

新成人の新たな門出を祝いました。各地域ごとにさまざ

まな催しが行われましたが、武儀会場では中学生の時に

制作したタイムカプセルを開けました。未来の自分への

メッセージが詰まった中身を見て、新成人たちは懐かし

さから、自然と笑みがこぼれました。また、昨年に引き続

き「選挙パスポート」が配布され、大人への一歩として

選挙への啓発も行われました。

　フィリピンで開催された「2013 アジアクラシックベ

ンチプレス選手権大会」で銀メダルを獲得した宮本覚

道さんが 12 月 17 日、尾関市長に入賞報告をしました。

ベンチプレスとは、ベンチに寝た状態で両端に重りの

付いたバーベルを持ち上げる競技で、今回は 180 キロ

を持ち上げての入賞でした。幼稚園の園長をされてい

る宮本さん。自身の頑張る姿を通して、子どもたちに

夢に向かって挑戦する大切さを伝えます。

　富岡小学校で毎年開かれている書き初め大会が、1 月

9 日、10 日の2 日間行われ、児童たちは新年の抱負や目

標を、思い思いに墨で書きしたためました。会場の体育

館には、新春の雰囲気が漂う琴の音のBGM が流れ、「初

志貫徹」、「有言実行」といった頼もしい言葉とともに、4

月から中学校に進学する6 年生らしい、新たな学校生活

への期待や目標を表した作品も多く見られました。

　1 月 5 日、新年恒例の関市消防団出初式が行われま

した。文化会館での式典では、消防団活動に長年功労

のあった団員の表彰や、関市消防音楽隊の演奏などが

行われ、式典後、団員たちは会場外の広場に整列して

市長らの観閲を受けました。さらに消防車両に乗り込

んで放水会場の稲口津保川河川敷へ移動。両岸に並ん

だ消防車から紅白や青色の放水が一斉に行われる光景

は圧巻でした。

広報せき 2014.2.1

工夫と努力で勝ち取りました

昔の自分からメッセージが ・ ・ ・

園長先生が頑張りました

新年の決意を書にしたためて

今年も地域の安全を守ります
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教
科
書
に
載
っ
て
い
る
昔
の
道

具
展

　

小
学
校
の
教
科
書
に
登
場
す
る
民
具
を
展

示
し
ま
す
。
ま
た
、市
内
小
学
生
を
対
象
に
、

民
具
体
験
活
動
を
行
い
ま
す
。

■
展
示
期
間　

２
月
13
日
（
木
）
ま
で

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

館
１
階
特
別
陳
列
室
」

■
体
験
活
動　

２
月
８
日
（
土
）
午
後
1
時

～
4
時　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
交
流

プ
ラ
ザ
（
中
庭
）」　

※
参
加
費
無
料

■
照
会
先　

関
市
文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー（
☎

46
―
2
3
1
3　

46
―
2
3
1
0
）

な
る
ほ
ど
！
健
康
講
演
会

　

現
在
、
食
品
を
取
り
巻
く
環
境
が
多
様
化

し
て
い
ま
す
。
そ
の
選
択
や
活
用
方
法
に
つ

い
て
、
今
一
度
、
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

２
月
27
日
（
木
）
午
後
２
時
～
３

時
（
申
し
込
み
が
必
要
）

■
場
所　

ア
ピ
セ
関　

第
1
会
議
室

■
テ
ー
マ
・
講
師　

①
【
食
品
中
の
放
射
線
物
質
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
？
】
高
崎
昭
彦
さ
ん
（
岐
阜
医

療
科
学
大
学
臨
床
検
査
学
科
教
授
）

②
【
健
康
食
品
と
薬
の
飲
み
合
わ
せ
は
大
丈

夫
で
す
か
？
】　

石
黒
啓
司
さ
ん
（
岐
阜

医
療
科
学
大
学
臨
床
検
査
学
科
教
授
）

■
申
込
・
照
会
先　

関
市
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎

24
―
０
１
１
１　

23
―
６
７
５
７
）

第
11
回
岐
阜
県
玉
入
れ
大
会

■
日
時　

２
月
22
日
（
土
）
午
前
９
時
～

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総
合
体
育

館
・
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
」

■
競
技
方
法　

年
齢
な
ど
の
各
ラ
ン
ク
ご
と

に
か
ご
の
高
さ
を
合
わ
せ
、
１
０
１
個

の
玉
を
投
げ
入
れ
る
の
に
か
か
っ
た
時

間
を
競
い
ま
す
。

■
競
技
者　

１
チ
ー
ム
６
人
以
内
（
監
督
を

含
み
選
手
５
人
・
補
欠
１
人
）
※
監
督

は
成
人
と
し
、
選
手
を
兼
ね
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
Ａ
ラ
ン
ク
児
童
チ
ー
ム
を

除
く
）

■
参
加
費　

１
チ
ー
ム
１
０
０
０
円

■
そ
の
他　

せ
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
動

時
に
玉
入
れ
の
練
習
が
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
申
込
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
照
会
先　

２
月
14
日（
金
）ま
で
に
、

せ
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・
野
口
（
☎
０
９

０
―
７
６
７
７
―
３
１
８
７
）
ま
た
は
体

育
協
会
事
務
局
（
☎
23
―
８
５
１
１
）

中
濃
特
別
支
援
学
校
高
等
部

作
業
製
品
販
売

　

中
濃
特
別
支
援
学
校
高
等
部
の
生
徒
が
、

作
業
学
習
で
制
作
し
た
陶
器
の
楕
円
皿
や
、

和
紙
、
さ
を
り
織
り
の
バ
ッ
グ
、
草
木
染
ス

ト
ー
ル
、
マ
ス
コ
ッ
ト
、
い
す
な
ど
を
販
売

し
ま
す
。

■
日
時　

２
月
23
日
（
日
）
午
前
11
時
～
午

後
３
時

■
場
所　

サ
ン
サ
ン
シ
テ
ィ
マ
ー
ゴ
２
階

「
夢
広
場
」（
倉
知
）

■
照
会
先　

中
濃
特
別
支
援
学
校
高
等
部
・

出
野
（
☎
24
―
１
７
７
３
）

消
防
団
員
と
交
流
会

　

地
域
に
貢
献
し
て
い
る
消
防
団
員
と
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
40
歳
位
ま
で

の
未
婚
女
性
を
募
集
し
ま
す
。

■
日
時　

３
月
２
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分

～
午
後
３
時
（
午
前
10
時
受
付
）　

■
場
所　

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
コ
ー
ト　

ラ
・
マ

ー
レ
（
塔
ノ
洞
２
５
２
９
ー
１
）

■
定
員　

20
人
程
度

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
選
考
あ
り
。

■
応
募
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、

危
機
管
理
課
に
あ
る
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
載
し
、
２
月
14
日
（
金
）
ま

で
に
危
機
管
理
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提
出
。

■
参
加
費　

１
０
０
０
円

■
照
会
先　

危
機
管
理
課
（
☎
23
―
７
７
３

６　

23
―
７
７
４
８
）

広報せき 2014.2.1関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ

せき・まちかど工房ギャラリー
午前10時〜午後5時 ◆場所　わかくさ・プラザ「学習情報館1階・エントランスホール」

エントランスホール作品展

◆休館日　月曜日（休日を除く）
■照会先　生涯学習課　☎ 23-7777

2月8日(土）～2月14日(金）

2月20日(木）～2月28日(金)

関商工高校美術部作品展

「第63回 関市子ども美術展」
エントランスホール展

■照会先　せき・まちかど工房を支援する会
（本町商店街事務局内  ☎24-8212）

木目込み・押し花・ちぎり絵教室展

きもの教室作品展

武井岳峰　篆刻・篆書教室作品展

蘭峰書道教室展

1月28日(火)～2月2日(日)

2月11日(火)～2月16日(日)

2月4日(火)～2月9日(日)

2月18日(火)～2月23日(日)
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関
市
企
業
セ
ミ
ナ
ー

　

ニ
ッ
ポ
ン
の
工
場
再
建
請
負
人
が
６
カ
月

間
か
け
て
実
施
し
た
自
動
車
部
品
工
場
の
改

善
指
導
な
ど
、
目
的
を
持
っ
て
現
場
を
見
る

「
ム
ダ
と
り
」
の
す
べ
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学

び
ま
す
。

■
日
時　

２
月
28
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分

～
８
時
30
分

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

館
・
多
目
的
ホ
ー
ル
」

■
テ
ー
マ　

人
を
育
て
て
儲
か
る
工
場
に
す

る
「
ム
ダ
と
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
」
～
ム
ダ
を

見
る
目
、
取
る
勇
気
～

■
講
師　

山
田
日
登
志
さ
ん
（
株
式
会
社
Ｐ

Ｅ
Ｃ
代
表
取
締
役
）

■
定
員　

３
０
０
人
（
申
し
込
み
順
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
先　

２
月
24
日
（
月
）
ま
で
に
商
工

課（
☎
23
―
６
７
５
２　

23
―
７
７
４
１
）

学
び
に
よ
る
地
域
づ
く
り
活
動

実
践
講
座
「
最
終
報
告
会
」

　

身
近
な
地
域
に
お
け
る
課
題
解
決
を
目
指

し
て
、
学
び
の
成
果
を
地
域
社
会
に
役
立
て

よ
う
と
、『
地
域
づ
く
り
活
動
』
に
取
り
組

ん
だ
「
農
地
活
用
」、「
文
化
伝
承
・
継
承
」、

「
中
・
高
齢
者
の
居
場
所
創
り
」
の
３
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
最
終
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

３
月
８
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

～
４
時

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

館
・
多
目
的
ホ
ー
ル
」

■
入
場
料　

無
料

■
申
込
・
照
会
先　

生
涯
学
習
課
（
☎
23
―

７
７
７
６　

23
―
７
７
７
８
）

郷
土
の
俳
人
惟
然
に
学
ぶ

　

俳
人
松
尾
芭
蕉
の
門
人
、
広
瀬
惟
然
ゆ
か

り
の
史
跡
「
弁
慶
庵
」
で
、
展
示
資
料
や
俳

句
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
惟
然
を
し
の
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

３
月
22
日
（
土
）
午
後
１
時
～
２

時
30
分

■
場
所　

惟
然
記
念
館
（
西
日
吉
町
）

■
講
師　

沢
木
美
子
さ
ん
（
俳
人
・
惟
然
研

究
家
）

■
定
員　

15
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
に
よ
る
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
先　

２
月
20
日
（
木
）
ま
で
に
文
化

課（
☎
24
―
６
４
５
５　

24
―
６
９
５
０
）

岐
阜
県
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
気
軽
に
は
じ
め
る
鉛
筆
デ
ッ
サ
ン
】

　

基
本
的
な
画
法
を
学
び
な
が
ら
、
鉛
筆
を

用
い
て
遠
近
感
や
立
体
感
が
で
る
よ
う
な
デ

ッ
サ
ン
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

２
月
22
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

■
定
員　

20
人
（
一
般
・
大
学
生
）

■
参
加
費　

材
料
費
１
０
０
円
お
よ
び
入
館
料

【
木
で
ひ
な
人
形
を
つ
く
ろ
う
】

　

木
の
ぬ
く
も
り
を
活
か
し
た
ひ
な
人
形
を

つ
く
る
教
室
で
す
。
材
料
を
紙
や
す
り
で
磨

い
て
、
絵
の
具
で
色
付
け
し
ま
す
。

■
日
時　

３
月
２
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分

～
正
午

■
定
員　

40
人

■
参
加
費　

材
料
費
５
０
０
円
お
よ
び
入
館
料

■
申
込
方
法　

１
カ
月
前
か
ら
電
話
ま
た
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
み

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

■
照
会
先　

岐
阜
県
博
物
館
（
☎
28
―
３
１

１
１
）

中
世
の
甲か

っ
ち
ゅ
う冑よ
も
や
ま
話

　

中
世
の
甲
冑
を
制
作
、
修
理
し
て
い
る
甲

冑
師
な
ら
で
は
の
視
点
か
ら
、
日
本
の
甲
冑

の
歴
史
な
ど
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

■
日
時　

２
月
20
日
（
木
）
午
後
７
時
～
8

時
■
場
所　

田
原
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
講
師　

熱
田
伸
道
さ
ん
（
甲
冑
師
）

■
参
加
費　

無
料

■
照
会
先　

田
原
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
委
員
会
（
関
市
甲
冑
制
作
同
好
会

☎
24
―
４
８
４
８
）

トレーニング機器取扱説明会

日　時

場　所
対　象
定　員
持ち物
申込先

2月23日（日）午前10時～11時の部
　　　　　   午前11時～正午の部
わかくさ・プラザ「総合体育館・トレーニングルーム」
15歳以上（中学生を除く）
各部100人（申し込み順）
運動ができる服装、屋内用シューズ
2月1日（土）～20日（木）の
午前8時30分～午後5時に
わかくさ・プラザ「総合体育館」（☎23-8822）

わかくさ・プラザ
「総合体育館」

2月6日（木）・20日（木）午後7時～9時
※登録料が必要

2月22日（土）午後1時30分～4時
※参加無料

■照会先　スポーツ推進課　☎23-7766

メインアリーナの一般開放

サブアリーナ 「チャレンジ!! ザ スポーツ・ゲーム」

納付期限：2月28日(金)

月2
固定資産税・都市計画税

国民健康保険税
保育料・住宅使用料

介護保険料
後期高齢者医療保険料

税・料の納付
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第
11
回
健
康
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

■
日
時　

２
月
13
日
～
３
月
６
日
の
毎
週
木

曜
日　

午
前
10
時
30
分
～
12
時
30
分
（
全

４
回
）

■
場
所　

関
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

初
心
者
で
20
歳
以
上
の
方

■
定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

■
受
講
料　

４
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
込

み
）※
貸
靴
は
毎
回
３
０
０
円
別
途
必
要

■
講
師　

野
々
山
路
可
プ
ロ
、
長
岡
義
一
プ
ロ

■
申
込
先　

２
月
12
日
（
水
）
ま
で
に
関
市

ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
・
岡
田
（
関
ボ
ウ
リ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
内
☎
22
丨
４
９
２
２　

22
丨
４
９
２
３
）

「
日
本
刀
入
門
」
講
座

　

日
本
刀
の
歴
史
や
魅
力
に
つ
い
て
や
さ
し

く
学
べ
る
講
座
で
す
。

■
日
時
・
テ
ー
マ

▽
第
１
日
目　

２
月
23
日
（
日
）「
日
本
刀

に
つ
い
て
」　

愛
刀
会

▽
第
２
日
目　

３
月
２
日
（
日
）「
日
本
刀

の
作
刀
に
つ
い
て
」（
古
式
日
本
刀
鍛
錬

の
実
演
見
学
）　

刀
匠
会

▽
第
３
日
目　

３
月
９
日
（
日
）「
日
本
刀

の
研
磨
・
外
装
に
つ
い
て
」　

技
能
会

▽
第
４
日
目　

３
月
16
日
（
日
）「
日
本
刀

鑑
定
入
門
講
座
」　

保
存
会

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場
所　

関
鍛
冶
伝
承
館
（
南
春
日
町
）　

■
受
講
資
格　

高
校
生
以
上
で
日
本
刀
に
興

味
が
あ
る
方

■
定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

■
受
講
料　

無
料

■
主
催　

関
伝
日
本
刀
鍛
錬
技
術
保
存
会

■
申
込
・
照
会
先　

電
話
で
申
し
込
み
。
文

化
課
（
☎
24
―
６
４
５
５
）

は
じ
め
て
の
韓
国
語
講
座

　

ハ
ン
グ
ル
文
字
の
読
み
書
き
な
ど
、
韓
国

語
の
基
礎
を
学
ぶ
講
座
で
す
。
韓
国
語
や
韓

国
の
文
化
を
学
び
た
い
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
25
日
～
３
月
25
日
の
毎
週
火

曜
日　

午
後
７
時
30
分
～
９
時
（
全
５

回
）

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

館
２
階
・
２
―
１
研
修
室
」

■
講
師　

小
木
曽　

佳
子
さ
ん
（
中
部
学
院

大
学
非
常
勤
講
師
）

■
定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

※
５
人
以
下
の
場
合
は
講
座
を
中
止
し
ま

す
。

■
受
講
料　

１
５
０
０
円
（
国
際
交
流
協
会

非
会
員
の
場
合
は
、
別
途
年
会
費
２
０

０
０
円
が
必
要
）

■
照
会
先　

国
際
交
流
協
会
事
務
局
（
秘
書

広
報
課
内
）（
☎
23
―
６
８
０
６　

23

―
７
７
４
４
）

関
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　

ス
ポ
ー
ツ
の
実
技
指
導
や
行
事
へ
の
協

力
、
推
進
の
た
め
の
指
導
・
助
言
を
行
う
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

■
募
集
人
数　

若
干
名

■
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
（
平

成
26
年
４
月
１
日
現
在
）
の
健
康
な
方

で
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
深
い
関
心
と
熱

意
が
あ
り
、
各
種
事
業
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
方

■
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
主
な
活
動
内
容

・
総
合
体
育
館
一
般
開
放
（
毎
月
２
回
平
日

夜
間
）
ほ
か

・
市
民
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
（
年
４
回
日
曜

日
）

・
軽
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会
・
体
力
テ
ス
ト
出
前

講
座
（
随
時
、
申
し
込
み
制
）

・
そ
の
他
、
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
運
営
お
よ
び

実
技
指
導

■
任
期　

平
成
26
年
４
月
１
日
～
平
成
28
年

３
月
31
日

■
選
考
方
法　

書
類
選
考
お
よ
び
面
接
（
結

果
は
全
員
に
通
知
し
ま
す
。）

■
応
募
方
法　

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
２
月
28
日
（
金
）
ま
で
に

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
へ
提
出

※
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
課
（
総
合
体
育
館
内
）
に
あ
り
ま
す
。

■
照
会
先　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
☎
23
―
７

７
６
６　

23
―
７
７
６
５
）
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